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「烹 炊 部 の思 い 出」
岩 井 誠 三(26年 卒)
昭和21年6月 に兵庫 県立医科大学予科が篠 山
に開校 した,戦 後 の混乱期 を克服 し,質 実剛健
の気風 を育てるのに適 した環境 とい うこ とで,
篠 山町 の町外 れにあ った連隊兵舎 を改修 し,全
寮制で しか も各学年が4名 宛一室に起居する集
団 自治体制が採用 された.
どの様 な 「部」があったか記憶 にないが,夫h
教官 を長 として各学年一人宛が委員 となる組織
であ った様 に思 う.医 専時代に寮生の食事 につ
いて病 院栄養部 との連絡係の様 な事 をしていた
為 か,予 科生の食餌の面倒 をみる烹炊部の委員
に選 ばれた.責 任者は数学の三浦教授 で,3年
生 は私,2年 生 は大久保達也君,し か し1年 生
の名前 は正確で はないが松 田君ではなか ったか
と思 う.そ して現場 には長 身痩躯 の炊夫長 さん
と炊婦の方が4入 程 お られた,当 時の食糧事情
は極めて悪 く,米 は勿論,調 味料,酒,た ばこ
すべて配給制であ り,育 ち盛 りの青年 を養 うに
は全 く不足 とい う他 はなかった.大 根 を米 と一
緒に炊 いて量 をふや した り,近 隣の農家 を巡 っ
て屑 馬鈴薯 を買 った りしたが,食 糧 品はすべ て
統制 品で 自由な取引 は不可能であ り,ま た闇物
資を購入す る金 もない状態であった.
こ うした不 良環境の為,一 学期 は早 々に切 り
上 げ,帰 寮す る時 に一人一升宛の米 を持参 し備
蓄す る事 に した.現 代 とは異 な り作物 には端境
期が あ り,10月 に甘藷が収穫 されるまで,極 め
て困難 な状態が考 えられた.す なわち食糧休暇
ともいうべ き非常措置 もや むを得なかった.
この窮状 を当時東京の家の留守番 を して くれ
ていたK氏 に話 を した所,K氏 の父が甘藷の産
地であ る埼玉県鴻巣で甘藷作 りをしてお り,昨
年産の もので ・「質 は多少悪 くなっているが売 っ
て も良い」 という話が出た.三 浦教授 に話 をし
た所,「GO」 の結輪 をもらい鴻巣へ 出か けた.
確かな数量は忘れたが貨車半分位 はあった と思
う.しか し輸送 に使 う貨車は配車許可が必要で,
これが また大変な事で,当 時政府 の要職にあっ
た伯父の弟 にたのみ,埼 玉県 か ら無蓋貨車一輔
の運送許可 を得 た.こ の時に 「北海道か ら横浜
に運 ばれた馬鈴薯が貨車が無 く腐 りそうなので
一緒 に運 んで は どうか.」 と仲介 して くれた方
があ った.
甘藷 で も馬鈴薯 でも量が多 い方が大切 と考
え,こ の仲介者 に委任 して両老 を交換 して,は
じめ に購入 した甘藷の1.5倍 量の馬鈴薯 を無事
篠山に持ち帰 ることが出来た.今 考えて も幸運
としかいいようはな く,こ れによって一応 は空
腹感 をいやす事が 出来,10月 に行 った体育祭 に
は備蓄の米 を使用 し,混 り物 のない米 を炊 き,
全宴寮生 に喜ばれた事が今 も大 きな満足 として
思 い出 される.
(初代 麻酔学教授)
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